
■ 環境活動データ
環
境
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告
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ヤマナカでは、自然環境や貴重な資源を利用
して営業活動を行っていることに対して真摯
に向き合い、持続可能な環境対策を行うべ
く、様々な取り組みを行っています。

2017年度はエネルギー使用原単位前年度比1.0％削減を目標に掲
げて取り組みましたが、前年度から1.0％の増加となりました。

リサイクル、非リサイクルを合わせた全廃棄物量は前年度比1.0％減
を目標に掲げて取り組みましたが、前年度から2.0％増加しました。

豊橋市バイオマス利活用センターが稼働した豊橋地区店舗をはじめ、食品リサイ
クル未実施店舗でのリサイクル開始により、食品リサイクル率が向上しました。

お客様のご協力のもと、レジ袋使用枚数は0.4％削減となりました。
レジ袋持参率は80.0％以上を目標としています。

RECYCLE

・ 野菜くず・・・・・・・・・・・・・・1,008t
・ 魚アラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・398t
・ 肉脂・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133t
・ 廃食用油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46t
・ ダンボール・雑古紙・・6,028t
・ 発泡スチロール・・・・・・・・159t

・ 電気・・・・・・87,782 千kWh
・ 水道・・・・348,267 m3

・ 都市ガス・・・・・・991 千m3

・ LPG・・・・・・・・・・・・111 t

・ CO₂排出量・・・・・・・・45,107 t-CO2
・ 廃棄物排出量・・・・・・・3,330 t

・ 紙容器 ••••••••••••••••••••••••15t
・ 紙包装 ••••••••••••••••••••••••••7t
・ ダンボール••••••••••••••••••••••3t

OUTPUT

INPUT
店廃棄物リサイクル量

社員の環境への貢献意識を高める 家庭ごみの減量に貢献する1
環境に優しい商品を積極的に販売する ヤマナカから出るごみの減量に努める2
環境に優しい資材・備品を購入する 省エネ設備を導入する3
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◉電気使用量およびCO2総排出量の推移 ◉全廃棄物量の推移

◉食品廃棄物発生量および食品リサイクル率の推移 ◉レジ袋使用枚数およびレジ袋持参率の推移
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2015年度
食品廃棄物発生量（ｔ） 食品リサイクル率（%）

2016年度

72.7 72.1
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2015年度
レジ袋使用枚数（万枚） レジ袋持参率（%）

2016年度

84.5 83.9 83.8

・ プラスチック容器 ・・・・・・・ 853t
・ プラスチック包装・・・・・・・ 186t

店舗全体の電気使用量の約6割を占める冷蔵・冷凍機設
備を、改装店を中心に順次更新し、冷却効率を高めて電
気使用量の削減に努めています。更
新された設備はコンプレッサーのイン
バーター制御、省エネタイプのファン
モーター装備、棚下照明のLED化な
どにより、従来品と比較して大幅に
消費電力を削減する事ができます。

店舗に納品される商品は、まず取引先様から東
海市にある物流センターへ集められ、仕分けされ
た後に各個店ごとに配送されます。商品や作業
を1ヵ所に集約することにより、配送効率の向上
や運行車両台数の集約、運行距離の短縮に努め
ています。また、センターからの商品配送の際に
は繰り返し利用できる専用の通箱を使用し、ダン
ボール使用量の削減にも取り組んでいます。

限りある資源を有効活用するために、ヤマナカでは省エネルギー活動に積極的に取り組んできました。

店舗天井照明を、従来型の照明機器からより長寿命・高
効率なLED照明へと交換しています。また、天井照明だ
けでなく、冷蔵オー
プンケースの棚下照
明のLED化も同時
に進めています。

外気の影響を受けに
くい、扉付きの内蔵
ショーケースを導入
することにより、消
費電力の軽減を図っ
ています。

2014年より、業務
使用車のエコカーへ
の変更を順次行って
います。2018年3
月現在までに、合計
64台のエコカーを
導入しました。

行政からの認定
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ヤマナカでは、2012年に「あい
ちCO2削減マニフェスト2020」
に環境保全に対する取り組みを宣
言して以降、宣言内容に沿って地
道に取り組んできました。2015
年度にはその取り組み実績が認
められ、トリプルスターに認定され
ました。トリプルスターは愛知県内
でも23社（2018年6月時点）し
か認定されていない、あいちCO2
削減マニフェスト2020の最高ラ
ンクです。 
また、ヤマナカの名古屋市内の全
店舗は名古屋市より優良エコ事業
所の認定を受けています。 
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◆ヤマナカ環境方針

◆環境データ

◆設備面での省エネ

◆事業活動における環境負荷

◆配送による省エネ

■ 省エネルギーの取り組み

冷蔵・冷凍機器設備の更新 店舗照明のLED化

冷却効率の良い冷凍ショーケースの導入 社有車をエコカーに
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